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君津市学校再編～現在の取り組みと今後について～ 
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（２）学校再編のコンセプト 

（３）第１次実施プログラムの進捗状況 
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（２）児童生徒数の推計 

 

３ 今後における学校再編の目標 

（１）学校再編の目標 
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君津市学校再編基本計画（平成２８年３月２５日 策定） 

君津市教育委員会 

Ⅰ 計画策定に当たって 

 １ 計画の趣旨 
    本市の人口減少に伴う児童生徒数及び学級数の減少により、多くの学校が小規模化してき

たことから、「子どもたちにとってよりよい教育環境」を目指し、学校の活性化を推進する

ため、基本計画を策定しました。 
 ２ 計画の目標年次 
    平成２８年度～平成３７年度 
 ３ 計画の性格 
    平成２８年度を初年度として、今後１０年間の学校再編に関する基本的な考え方を示します。  
 

Ⅱ 計画の基本的な考え方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 学校再編の基本コンセプト 
 
 
 

（１） 活力ある魅力的な学校づくり 
     →一定の集団の中で、多様な考えに触れ、切磋琢磨することを通じて資質や能力を伸ばす 
 
 （２） 学校の適正規模・適正配置 
 
 
 
 
 （３） 時代にあった新しいタイプの学校 
    →小中一貫教育、コミュニティ・スクール、国際教育 
     インクルーシブ教育システム、キャリア教育、スポーツ教育 
 
 

４ 今後の進め方 
  ○既存施設の最大限有効活用するとともに、地域振興策や「公共施設マネジメント基本方針」

等との整合性を図りながら進めます。 
  ○基本方針・計画については、その内容に影響を及ぼす社会情勢の変化や教育制度の変更があ

った場合、適宜見直しを行い、対象校について評価・検討を適宜行い、フィードバックします。 
  ○基本計画の評価・検証の結果を踏まえ、次期基本計画策定の要否についても検討します。 

【君津市の適正規模・適正配置】 
小学校・・・１２～１８学級（１学年あたり２～３学級） ※国と同様 
中学校・・・ ６～１８学級（１学年あたり２～３学級） ※国１２~１８学級 

１ 学校を取り巻く状況 
 ・教育環境が複雑化・多様化 
 ・確かな学力の育成 
 ・主体的・協働的に学ぶ学習 
 ・地域とともにある学校づくり 
 ・規範意識など道徳教育の充実 

２ 小・中学校の現状 
（１）児童生徒数の減少と学校数 
 ・12,906 人（S57 年度）→ 5,996 人（H28 年度）

 ・12,331 校（S62 年度）→ 6,128 校（H28 年度）

（２）学校規模の小規模化 
 ・１学年２学級以上ある学校数（H28 年度） 
   小学校 4 校／17 校、中学校－6 校／11 校 

「子どもたちにとってよりよい教育環境」を目指し、学校の活性化を推進する 
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Ⅲ 活力ある魅力的な学校づくりの推進 

 １ 適正規模・適正配置 
 
 
 ２ 通学区域の見直し 
 
 
 
 
 ３ 小中一貫教育 
 
 
 ４ コミュニティ・スクール 
 
 
 
 ５ 国際教育 
 
 
 ６ インクルーシブ教育システム 
 
 
 
 ７ キャリア教育 
 
 
 
 ８ スポーツ教育 
 
 
 
 ９ 幼児教育・保育 
 
 
 

Ⅳ これまでの経緯 

Ｈ２５年  学校環境整備検討委員会の設立 
  Ｈ２６年  学校環境整備検討委員会にて検討 
        君津市小中学校の適正規模等に関するアンケート調査① 
  Ｈ２７年  学校再編有識者会議（学識経験者、地域関係者、教育関係者 全１２名 全６回） 
        学校再編地区説明会（全２回 延べ１，５１３名参加） 
        君津市小中学校の適正規模等に関するアンケート調査② 
        意見公募（H28.2.3~3.3 意見数 86 件） 
        生徒の意見聴取  Ｈ27.12.18 君津市中学校合同生徒会 全体研修会にて 
                 「君津市のこれからの学校について考える」 

    □学校再編基本方針（平成２７年１０月 策定） 

    □学校再編基本計画（平成２８年 ３月 策定） 

全ての学校が、本市の適正規模の基準を満たすよう、学校の適正配置を推進します。 

○通学距離は小学校４km、中学校６km、通学時間が概ね６０分以内を目安とします。 
○通学距離が基準を超える児童生徒の通学については、スクールバスの導入を視野に入れます。  
○通学区域制度を基本にしつつ、弾力的な対応も検討します。 

９年間の学びと育ちのつながりを重視し、小中一貫教育校の設置を推進します。 

学校運営協議会制度を導入し、学校と地域の人々がともに活躍できる「地域とともにあ

る学校づくり」を推進します。 

９年間を通じた教育課程の中で、グローバル人材を育てる国際教育を推進します。 

誰もが互いに人格と個性を尊重して支え合い、子ども一人ひとりの教育的ニーズに応じ

た支援を行い、同じ場で共に学ぶことを追求します。 

社会で自立し、働くことを通じて社会に貢献できるよう、発達段階に応じた教育を実施

します。 

生涯にわたり積極的に運動やスポーツに親しむ資質や能力を育むとともに、健康の保持

増進のための実践力を育成します。 

子どもたちの成長に望ましい環境のもと、効果的な教育・保育を享受できるよう、幼児

教育・保育の充実を図ります。 



１　統合について

２　幼児教育･保育について

３　特色ある学校づくりについて

●学校の組織や運営体制に関わるものとして２つの中学校区を拠点校として指定します
●国際教育・キャリア教育・スポーツ教育・インクルーシブ教育システムの教育内容に
　関わるものについては、学校との協議を図り、第２次プログラム以降にて推進します

４　通学区域の見直しについて

●各対象校の現行通学区域を合わせることとします
●通学距離が基準を超える児童生徒の通学については、スクールバスを導入します

５　適正規模･適正配置を目指して

●特に分離開校した学校について、児童生徒数の動向を踏まえて、統合を検討する

※中学校は、第１次プログラム実施後は全校適正規模となります

●第２次プログラム以降では、統合を伴わない場合の通学区域の見直しも検討します

君津市学校再編第１次実施プログラム（平成２９年１月１１日　決定）

地区 校種 対象校 使用校舎 H28 H29 H30 H31 H32 H３３

小糸
清和

中
清和中

小糸中
交　　　流

統合
小糸中 準備室設置

小
三島小

清和中
交流

統合
秋元小 準備室設置

小
中小

中小
交流

統合
小糸小 準備室設置

交　　　流

統合
久留里中 準備室設置
松丘中
亀山中

小

久留里小

久留里小

交流

統合松丘小 準備室設置
坂畑小

幼児教育・保育

対象 設置場所 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

周西幼稚園 人見保育園
園児卒園 認定こども園準備室設置

こども園へ
幼稚園教諭を人見保育園へ配置

小櫃
上総

中

小櫃中

小櫃中

教育内容 対象校 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

小中一貫教育
周南小 カリキュラム作成

拠点校指定
周南中

コミュニティ･スクール
周西小 運営協議会準備 運営協議会設置

周西南中 拠点校指定

対象地域 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

統合対象校の通学区域
通学区域審議会 統合前に新たな通学区域の設定
設置及び協議

●第１次プログラムにて対象となっていない学校については、今後も引き続き、本市基準の
　 適正規模・適正配置に向けて、検討を行います

適正規模を満たしていない学校 八重原小、坂田小、貞元小、北子安小、外箕輪小

通学距離を考慮した見直し
他校の児童生徒と交差し、自校に通っている地域
他校付近を通過し、自校に通っている地域

上記のうち
分離開校してできた学校

坂田小（大和田小より）
北子安小（南子安小より）
外箕輪小（八重原小より）

学校の適正規模を踏まえた見直し 他校と隣接する地域
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人見

中野２

木更津市

250m
500m

富津市

人見１

人見２

大和田１

大和田

人見４

人見３

人見５

大和田２

人見

人見

人見

坂田

西坂田３

西坂田２

西坂田４

西坂田１

東坂田１

東坂田２

東坂田

東坂田３

坂田

君津台３

君津台

君津台１

坂田小大和田小

坂田
大和田

大和田人見

南久保

中野３

南久
台１

台２

久保４

久保３久保２久保１

北久保

高坂

陽光台

周西小
中野６

中野

中野５

中野４

中野２

中富飛

大和田４

北子安１

北子安２

北子安３

北子安４
北子安５

北子安小

北子安

北子安

南子安２

南子安１

南子安３

南子安５
杢師１

杢師２ 南子安４

杢師３

杢師４

南子安小

外箕輪小

外箕輪４外箕輪１

外箕輪２

南子安９

南子安８

南子安

法木作

法木作１

内箕輪１

内蓑輪

三直

三直

八重原

八重原小

南子安 三直

下湯江

下湯江

下湯江

中富
貞元

貞元

貞元

上湯江

上湯江

新御堂

八幡

郡２
郡３

杉谷 郡１

郡

貞元小

小香

郡

上湯江

草牛

作木

大山野

馬登

六手

常代１

常代２

常代３

常代５

常代４ 常代６

常代

宮下２

宮下１

浜子

六手

宮下

常代

周南小 六手

尾車

尾車

草牛

皿引

大山野

小山野

山高原

馬登

大和田３

人見 坂田

中野１

南久保２

久保５

北久保

陽光台

陽光台２

北子安６

南子安６

南子安7

外箕輪３

外箕輪

小山野

君津地区市立小学校学区図
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人見

中野２

人見

下湯江

下湯江

下湯江

中富
貞元

貞元

貞元

上湯江

上湯江

上湯江
新御堂

八幡

杢師１

杢師２
南子安４

杢師３

杢師４

郡２ 郡３

杉谷 郡１

郡
小香

木更津市

250m
500m

富津市

周西南

周西中

人見１

人見２

大和田１

大和田３

大和田

坂田

坂田

西坂田３

西坂田２

西坂田４

西坂田１

東坂田

東坂田

東坂田４

東坂田３

人見４

人見３

人見５

人見

大和田

人見

人見

人見

大和田
坂田

君津台３

君津台２

君津台１

坂田

大和田５

南久保３

中野３

南久保１台１

台２

久保１中野６

中野

中野５

中野４

中野２

中野１

中富飛地

大和田４

南久保２

久保４

久保５

久保３久保２

北久保

高坂

陽光台１
陽光台２

陽光台３

北久保２

北子安１

北子安２

北子安３

北子安４
北子安５

南子安２南子安１

南子安３

南子安５
南子安６

北子安

北子安

北子安６

郡

南子安7

常代１

常代２

常代３

常代４

常代

宮下２

宮下１

浜子

小山野

六手

宮下

六手

尾車

草牛

草牛

皿引

大山野
小山野

山高原

作木

大山野

馬登

馬登

六手

常代５

常代６

常代

尾車

周南中

君津中
南子安９

南子安８

外箕輪４外箕輪１ 外箕輪

法木作

内箕輪１ 三直

八重原

南子安 三直

法木作１
内蓑輪

三直

南子安

外箕輪３

外箕輪２

八重原中

参考資料

君津地区市立中学校学区図



「第４回君津市学校再編地区説明会に関する意見」 

 

本日は、お忙しい中、説明会に参加していただき、ありがとうございました。 

ご意見や感想等がありましたらお書きください。アンケートは、会場の回収箱に提

出してください。 

また、後日提出される方は、ＦＡＸ等でも受け付けておりますので、下記の連絡先

までお願いいたします。 

 

参 加 会 場 
参加した会場に 

○をつけて下さい 

周西小 、 生涯学習交流センター、 

周西中 、 八重原中 、 周南中 

周西公民館 、 八重原公民館 、 君津中 

お住まいの 

地区（丁目等） 

（例） 

久保２丁目

 

☆記述欄☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※不足する場合は、裏面へお書きください。 

学校再編推進課  FAX    0439-56-1627 
                Ｅ-mail gakkou-saihen@city.kimitsu.lg.jp 


